
諸
国
巡
礼
と
念
仏
勧
め
の
隠
居
庄
屋
の
話

―
高
坂
了
心
の
信
仰
と
村
お
こ
し
―

元
就
実
大
学

学
長
は

じ

め

柴
　
田
　
　
　
一

と
こ
ろ
は
美
作
国
英
田
郡
南
村

（現
美
作
市
南
）
。

〔河
会
庄
十
丁
谷
四
か
村
の

一
つ
で
、
吉
野
川
に
そ
そ

ぐ
河
会
川
沿
い
の
村
。
家
数
二
十
四
軒
、
人
数
八
十

五
人

（『新
訂
作
陽
誌
し
〕
代
々
こ
の
村
の
庄
屋
を
つ

と
め
た
の
が
高
坂
家
で
、
戦
国
大
名
武
田
信
玄
の
重

臣
高
坂
弾
正
の
末
裔
と
い
う
由
緒
あ
る
家
柄
で
あ
る
。

元
禄

・
享
保

（
一
六
人
八
～

一
七
三
五
）
の
頃
の

高
坂
家
当
主
は
高
坂
九
郎
兵
衛
で
あ

っ
た
。
（四
十
年

間
庄
屋
を
勤
め
、
隠
居
し
て

「宗
閑
」
と
改
め
、
人

十
七
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
幸
せ
な
ご
老
人
。）

そ
の
孫
で
、
祖
父
の
庄
屋
役
を
継
い
だ
の
が
高
坂

六
左
衛
門
。
〔彼
も
三
十
年
間
村
役
を
勤
め
た
後
、
息

子
の
与
市
兵
衛
に
家
督
と
役
職
を
譲
り
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
他
界
．
歿
年
令
は
よ
く
判
ら
な
い
が
長

命
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
〕

」ゝ
れ
か
ら
お
話

す
る
の
は
こ
の
六
左
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
。

『高
坂
家
系
図
』
に
よ
る
と
、
「若
年
の
時
は
昼
夜
共

に
き
び
し
く
働
き
、
老
て
は
仏
法
に
帰
依
し
…
」
と

あ
る
か
ら
、
隠
居
す
る
ま
で
は
身
を
粉
に
し
て
働
い

た
が
、
隠
居
し
て
か
ら
は
、
家
業

・
村
役
共
に
息
子

に
ま
か
せ
、
自
身
は
ひ
た
す
ら
仏
門
に
帰
依
し
た
よ

う
で
あ
る
。

さ
き
の

『高
坂
家
系
図
』
に
よ
る
と
、
「寛
延
三
年

午

の
春
、
四
国
順

（巡
）
礼
」
「
同
年
の
秋
、
当
国

（美
作
）
順

（巡
）
礼
」
と
あ
る
か
ら
、
六
左
衛
門
が

隠
居
し
た
の
は
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
の
頃
で
あ

ス
マ
つ
。

六
左
衛
門
は
巡
礼

の
道
す
が
ら
、
筆
ま
め
に

『納

経
帳

』
を
記
し
て
い
る
か
ら
そ
の
足
取
り
が
よ
く
わ

か
る
。

宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
二
月
、
再
び
巡
礼
を
思

い
立
ち
、
東

（関
東
）
百
番

の
札
所
を
廻
り
、

つ
づ

い
て
秩
父

・
坂
東

・
不
二
山

。
一
ノ
宮

・
国
分
寺
な

ど
を
め
ぐ
り
、
同
五
年
九
月
に
は
紀
州
の
高
野
山
に

登
り
、
剃
髪
し
て
了
心
と
称
し
、

つ
づ

い
て
坂
東
と

西
国
の
百
番
札
所
を
め
ぐ

っ
て
同
年
十

一
月
に
帰
宅

し
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
後

の
宝
暦
六
年
五
月
、
伯
者

・
石

見

・
出
雲

・
安
芸

・
備
後

・
備

中

・
備
前
を
廻
り
、

翌
年
九
月
に
帰
宅
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
後

の
宝
暦

４
年

（
一
七
六
〇
）
に
は
、
四
国
遍
路
の
旅
に
出
て
、

こ
の
年
七
月
、
酷
暑

の
な
か
を
無
事
に
帰
宅
し
た
と

い
つヽ
。

こ
の
度
々
の
巡
礼
の
旅
と
共
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、

大
師
講

・
地
蔵
講
な
ど

の
講

の
取
り
立

て
で
あ
る
。

隠
居
前
で
あ
ろ
う
か
延
享
元
年

（
一
七
四
四
）
、
弘
法

大
師
の
縁
日
に
は
、
村
中
が
仕
事
を
休
み
、
ご
馳
走

を
作

っ
て

一
日
楽
し
む

『大
師
講
』
、
ま
た
村
中
の
女

性
が
村

の
お
地
蔵
さ
ま
を
ま

つ
る

『女
人
地
蔵
講
』

を
興
し
郡
中
に
ひ
ろ
め
た
。
ま
た
真
木
山
長
福
寺

の

本
堂
で
の
百
日
の
お
籠
り
、
薬
師
堂
で
の
二
十

一
日

の
お
籠
り
、
春
秋

の
社
日
の
行
事
も
み
な
了
心
が
始

め
た
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
晩
年

の
了
心
は
俗
事
を
捨
て
、
篤
く

神
仏
を
敬

い
、
信
仰
を
村
中

・
郡
中
に
ひ
ろ
め
、
村

人
の
心
の
絆
を
強
く
し
、
村
お
こ
し
に
努
め
た
。

了
心
に
は
二
男
二
女
が
あ

っ
た
が
、
そ
の

一
人
が

備
前
国
和
気
郡
北
方
村

の
名
主
武
元
家

に
嫁
し
た

「
は
な
」
で
あ
る
。
〔夫
の
武
元
和
七
郎
と
の
間
に
二
人

の
男
の
子
を
も
う
け
た
。　
一
人
は
書
家
と
し
て
有
名

な
武
元
登
々
庵

（周
年
）
、
も
う

一
人
は
閑
谷
学
校
の

教
授
で
、
著
書

『勧
農
策
』
で
知
ら
れ
て
い
る
武
元

君
立

（勇
次
郎
）
。
〕

彼
女
も
寺
社
参
詣

の
旅
が
好
き

で

『
西
国
巡
礼

道
之
記
』
『出
雲
巡
礼
道
之
記
』
と
い
う
俳
句
交
り
の

日
記
を
残
し
て
い
る
。

血
は
争
え
な
い
と
い
う
が
本
当
か
も
知
れ
な
い
。
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